受付No　　　　
北九州市立生涯学習総合センターまいなびギャラリー使用申込書

申込日：平成　　年　　月　　日

北九州市立生涯学習総合センター所長　様

　まいなびギャラリーの使用に際しての注意事項を承諾の上、次のとおり申請します。
	団体名
	

	所在地
	〒　　-　　　　

	連絡先
	TEL:（　　　）　　－　　　　　FAX: （　　　）　　－　　　　

	ふりがな
	
	性別
	生年月日

	代表者氏名
	
	男性　女性
	明 大 昭 平

　　　年　　　月　　　日生

	使用責任者氏名
	
	使用責任者

電話番号
	(　　　)　　　－　　　

	展示内容
	展示名
	

	
	内　容
	

	貸出希望用具
	展示パネル(120cm×180cm)
	支　柱
	フ　ッ　ク

	
	枚
	本
	本

	使用期間
	平成    年    月    日（    曜）～平成    年    月    日（    曜）


記入上の注意：　　申請者が行政機関以外の場合は、性別欄、生年月日欄を必ずご記入ください。
※　記載内容について、暴力団排除のため警察に照会する場合があります。
※　個人情報は、利用目的以外の目的のために利用・提出することはありません。
使用上の注意：　
①　使用期間は原則2週間です。
②　展示パネル設営、作品の搬入設営、搬出撤去等は使用者が行ってください。
③　展示品の管理は使用者が行ってください。展示品の破損・盗難等について、生涯学習総合
センターは責任を負いません。
④　その他、裏面の「まいなびギャラリーの使用に際しての注意事項」に基づいてご使用ください。
注意事項を守っていただけない場合は、今後まいなびギャラリーの使用をお断りすることがあります。
まいなびギャラリー使用に際しての注意事項

(主旨)

第１条　この注意事項は、生涯学習総合センターまいなびギャラリー（以下、「ギャラリー」という。）の管理運営について必要な事項を定めるものとする。

（事業の展示）
　　第２条　　まいなびギャラリーは、文化的及び地域的な活動を紹介又は奨励するため、次に掲げる事業の展示を行うことができる。ただし、生涯学習総合センターが行事等に使用するとき、又は特に必要があると認めたときはこの限りではない。
　　（１） 文化芸術活動に関するもの。
　　（２） 地域活動に関するもの。
　　（３） 学校教育活動(保育所を含む。)に関するもの。
　　（４） 前各号にかかげるもののほか、生涯学習総合センターが特に認めるもの。

（使用者の範囲）

第３条　ギャラリーを使用できるものは、次に掲げるとおりとする。

　　（１） 市内に在住もしくは勤務する者又は市内に活動拠点を置く団体及びグループ。
　　（２） 市内の保育所、幼稚園、小・中学校、高等学校及び高等教育機関。
　　（３） 前各号に掲げるもののほか、生涯学習総合センターが特に認めるもの。
(使用期間及び使用時間）

第４条　ギャラリーの使用期間及び使用時間は次に掲げるとおりとする。
　　（１） 1回の使用期間は、展示作品の搬入設営作業及び搬出撤去作業を含め２週間以内とする。ただし、１２月２９日から翌年１月３日までに及び臨時休館日を除く。
　　（２） 使用時間は、生涯学習総合センターの開館時間【午前９時から午後１０時まで】とする。
　　（３） 前各号に掲げるもののほか、生涯学習総合センターが特に必要と認めたときは、この限りではない。
(使用会場)

第５条　展示に使用できるスペースは、生涯学習総合センター１階西側市民ロビーとする。

（展示作品の搬入設営作業及び搬出撤去作業）

第６条　　展示作品の搬入設営作業及び搬出撤去作業は、次に掲げるとおりとする。

　　（１） 搬入設営作業は、使用期間の初日の午前９時から午後５時までとする。

　　（２） 搬出撤去作業は、使用期間の最終日の午前９時から午後５時までとする。
　　（３） 前各号は１２月２９日から翌年１月３日まで及び臨時休館日並びに国民の祝日を除く月曜日から金曜日までとする。

　２　搬入設営作業及び搬出撤去作業は使用者において行うこと。

（使用料）
第７条　ギャラリーの使用料は、無料とする。

(使用申込)

第８条　ギャラリーを使用しようとする者は、使用しようとする日の２週間前までの月曜日及び木曜日（１２月２９日から翌年１月３日まで及び臨時休館日並びに国民の祝日を除く）の午前９時から午後５時までに生涯学習総合センター１階学習相談コーナーに使用申込書を提出するものとする。

　２　使用申込は、先着順とする。

　３　前各項の規定にかかわらず、生涯学習総合センターが特に必要と認めたときは、この限りではない。
(使用基準)

第９条　生涯学習総合センターは次の各号のいずれかに該当すると認められるときは、ギャラリーの使用を認めない。

　　（１） 営利目的であると認められるとき。

　　（２） 特定の政党もしくは政治的団体及び宗教のための活動と認められるとき。

　　（３） 公の秩序、善良な風俗を乱すおそれがあると認められるとき。

　　（４） 庁舎管理運営上支障があると認めるとき。

(遵守事項)

第１０条　使用者は、ギャラリーの使用に際して、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。

（１） 可能な限り管理責任者を置くこと。

（２） 庁舎の管理運営上支障をきたすような行為をしないこと。

（３） 生涯学習総合センター職員及び学びサポーターギャラリー部会員の指示に従うこと。

(原状回復の義務)

第１１条　使用者は、ギャラリーの使用を終了し、又は使用を停止され、若しくは使用を認められなくなったときは、直ちにギャラリー等を原状に回復しなければならない。

(展示作品等の管理)

第１２条　ギャラリーの展示作品等は、使用者の責任において管理し、破損、盗難等の事故に関し、生涯学習総合センターは損害を賠償する責任を負わないものとする。

(その他)

第１３条　この注意事項に定めるもののほか、必要な事項は生涯学習総合センターが別に定める。
平成　　年　　月　　日


使用承認してよろしいか。
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